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二
次
元
シ
ン
ボ
ル
S
P

コ
ー
ド
は
専
用
読
取
装
置
で

文
字
情
報
を
音
声
で
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

再生紙を使用しています。

　

福
生
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
立

小
・
中
学
校
と
共
に
、
福
生
市
教
育

振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な

人
間
性
」
及
び
「
健
康
・
体
力
」
を

基
礎
と
す
る
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、

人
間
性
豊
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願

い
、
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
東
京
都
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
福
生
市
の
特
長
を
生
か

し
た
教
育
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
学
力
向
上
及

び
学
校
不
適
応
へ
の
対
応
、
そ
し
て

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
力
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か
な

ど
を
協
議
し
、
取
組
の
重
点
化
を
図

る
た
め
、「
ふ
っ
さ
っ
子
未
来
会
議
」

を
設
置
し
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
（
土
）、
市
民
会
館
に

お
い
て
、
小
・
中
学
校
教
育
活
動
発

表
会
を
開
催
し
、
ふ
っ
さ
っ
子
未
来

会
議
の
提
言
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

第
三
小
学
校
、
第
六
小
学
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
第
二
小
学
校
と
第
二
中
学
校
の

学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら

は
教
育
実
践
の
発
表
が
あ
り
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
力
を
図
っ

た
実
践
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
に
参
加
し
た
方
（
小
学
校
教

員
）
の
感
想

　
「
私
の
学
校
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
に
、
本

当
に
熱
心
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

動
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の

目
が
あ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
も

教
員
も
安
心
し
て
学
習
や
指
導
に
励

む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。」

問
合
せ　

指
導
室　

学
務
・
指
導
係

☎
５
５
１
・
１
９
４
８

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て

・読み、書く、計算する等、学びの基礎力を付ける。
（小学校４年生までの学習内容の習得の徹底化）
・思考力、判断力、表現力を高める。

・就学前教育と義務教育期の教育指導・支援の向上を図る。
　学習指導、生活指導→幼・保・小中の成長目標共有化、
「学習指導・生活指導スタンダード」の作成

自ら学び感じ、考え、判断し、表現できる学習力を付け、生涯にわたって学び続ける力を育てる。

自国の文化理解を前提に、国際的な視野に立ち、グローバル化の進展の中で活躍できる力を育成する。

運動や健康な生活の実践を通して、望ましい生活習慣を確立し、健やかな体をつくる。

教育センター改革と共に、特別支援教育の推進、不登校の児童・生徒対応等、個別の教育支援体制の充
実を図る。

福生市を愛し、地域の人々とつながり、地域の伝統を守り、誇りと夢を育む。

自他を尊重し、お互いを高め合う集団をつくると共に規範意識を育む。

・国語力（基礎的な力とともに、読み解き、表現する力）
・国際的な人権感覚を磨き、国際社会に貢献できる力

・国語力及び英語力を身に付け、コミュニケーション能力を向上する力
・世界で起きる問題に目を向け、行動できる力

・児童・生徒理解に努め、自尊感情を高め、認め支え合う集団づくり
・あいさつの励行、約束やルール規律を身に付ける。

・安全に対する意識を高くもつ安全教育
・いじめを許さない子どもの育成、いじめ防止基本方針の策定

・食育の推進、学校給食の充実
・運動の楽しさ、喜び、達成感を味わう体育の充実
・自らの健康に目を向け、望ましい生活習慣を形成する。

・オリンピック教育の推進
・部活動の推進

・コミュニティ・スクール設置に向けた検討
・地域と共に学び、共に支え、共に創る教育の推進

・地域とのつながりを生かし、地域の様々な問題を自分たちで解決する。
・ふるさと福生への愛着と誇りを培う。

・特別支援教育推進計画第三次実施計画の策定
・不登校児童・生徒の未然防止と、学校復帰への取組の推進

・若手教員育成研修の充実
・「福生市の教員」としての人材育成の推進

未来提言１

未来提言２

未来提言３

未来提言４

未来提言５

未来提言６

ふっさっ子未来会議の提言

福生市立小・中学校の教育活動発表
福生第六小学校「福生六小の協育力～未来提言の実現に向けて～」福生第三小学校「地域の人々と生きる学校～地域協力者との連携を通して～」

　学校支援地域組織と
は、学校・家庭・地域が
一体となって、地域ぐる
みで子どもを育てる体制
を整えることを大きな目
的としています。
　具体的には、学校支援
コーディネーターが全小・中学校に配置され、学
校のニーズと支援者である地域のボランティアの
方々を結びつけ、授業の支援、図書の整理や読み
聞かせ、校庭の芝生や花壇等の手入れ、登下校時
等における子どもの見守り等、学校の活動を手助
けし、協力していくものです。
　また、学校支援地域組織についてわかりやすく
説明したハンドブックを作成しましたので、希望
される方に配付します。

問合せ　生涯学習推進課　地域教育支援係
☎551・1958

学校支援地域組織について学校支援地域組織について
ハンドブックを作成しました！

 

学校支援活動

協力依頼

学校支援地域組織

学校支援コーディネーター

学　校
学校支援
ボランティア

福
生
市
立
小
・
中
学
校
教
育
活
動
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲子どもの安全見守り ▲学習の補助

PTAの取組
１かめのこ親子祭りの開催　　２漢字検定試験の実施
３ビスケットと飲料水の備蓄　４かめのこパトロール委員会の設置

『体』を鍛える
◎多くの人々の協力により実施できる取組
１校庭の芝生の管理　　２校外持久走大会での安全見守り

『心』を鍛える
◎地域の専門家の高度な指導による体験活動
１藍染め体験　　２和太鼓

『知』を鍛える
◎学びと継続ときめ細かな指導
1サマースクール、ウインタースクールの実施
2ボランティアによる授業の支援

学校の取組
１学力向上の取組
・チャレンジタイム（基礎問題に満点を取れるまで何度も取り組む。）
・ベーシックドリル（課題のあった問題の類似問題に繰り返し取り組む。）
２お互いを高め合う集団づくりへの取組
・あいさつのひびきあう学校にしよう
・六小スタンダードの作成（様々な約束やルールの統一）
３健康で安全な望ましい生活習慣の確立
・校内研究での取組
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福
生
市
教
育
委
員
会
で
は
、

教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を

図
る
た
め
に
、
教
育
目
標
と
基

本
方
針
に
沿
っ
て
取
り
組
む
べ

き
施
策
に
つ
い
て
の
内
容
や
方

向
性
を
示
し
た
「
福
生
市
教
育

振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
目
標
期
間
は
平

成
22
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

　

福
生
市
で
は
、
平
成
29
年
度

の
開
設
を
目
標
に
、
大
規
模
災

害
に
備
え
、
福
東
地
域
に
炊
き

出
し
な
ど
を
行
う
応
急
給
食
設

備
や
災
害
時
用
備
蓄
庫
な
ど
の

機
能
を
有
す
る
災
害
時
対
応
施

設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
は
応
急
給

食
機
能
を
有
効
活
用
し
、
市
内

小
中
学
校
に
給
食
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
施
設
整
備
の
基
本

的
な
考
え
方
や
建
設
規
模
な
ど

を
ま
と
め
た
「
福
生
市
災
害
時

対
応
施
設
整
備
基
本
計
画
」
が

完
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
建
設
予
定
地　

福
生
市
大
字

熊
川
１
６
０
６
番
地
外

◆
敷
地
面
積　
約
１
０
，７
８
０
㎡

◆
延
べ
床
面
積　

約
３
，８
５
０
㎡

◆
建
設
費　

約
26
億
円

◆
設
備　

１
階　

応
急
給
食
施

設
、
研
修
室
、
事
務
室
等
、
２

階　

食
育
展
示
見
学
ホ
ー
ル
等

◆
避
難
者
等
受
入
可
能
人
数　

310
人
程
度

◆
食
糧
備
蓄　

米
４
，
５
０
０

㎏
、
汁
物
（
乾
燥
具
材
）
４
５
，

０
０
０
食
分

◆
そ
の
他
備
蓄
品　

毛
布
、マ
ッ

ト
、
簡
易
ベ
ッ
ド
等

※

応
急
給
食
機
能
を
活
用
し
た

学
校
給
食
の
提
供
に
つ
い
て

　

災
害
時
対
応
施
設
の
開
設
に

伴
い
、
小
学
校
同
様
、
中
学
校

に
お
い
て
も
、
完
全
給
食
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
に
つ
い
て
は
、
施
設
内
に
専

用
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
エ

リ
ア
を
設
置
し
、
最
大
７
品
目

を
目
標
に
、
除
去
食
、
代
替
食

を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
「
福
生
市
災
害
時
対
応

施
設
整
備
基
本
計
画
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
給
食
課　

給
食

第
一
係　

☎
５
５
１
・
１
３
４
４

で
の
10
年
間
と
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
、
前
期
５
年
間
の
取
組

を
検
証
し
、
後
期
５
年
間
に
向

け
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
教

育
委
員
会
事
務
事
業
の
点
検
・

評
価
結
果
や
、「
ふ
っ
さ
っ
子
未

来
会
議
」
で
の
検
討
内
容
を
踏

ま
え
、
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
を
経
て
、
平
成
27

年
２
月
頃
に
計
画
を
決
定
す
る

予
定
で
す
。

問
合
せ　

庶
務
課　

庶
務
係

☎
５
５
１
・
１
９
３
０

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助

を
し
て
ほ
し
い
方
と
、
子
育
て

の
援
助
が
で
き
る
方
が
会
員
と

な
り
、
地
域
で
助
け
合
い
な
が

ら
子
育
て
を
す
る
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　

通
級
指
導
学
級
や
学
童
ク
ラ

ブ
へ
の
送
迎
、
保
護
者
の
外
出

時
の
一
時
預
か
り
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
利
用
に
は
、

事
前
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

◆
利
用
料
金　

児
童
１
人
あ
た

り
１
時
間
700
〜
900
円
（
曜
日
・

時
間
帯
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

◆
提
供
会
員
（
子
育
て
の
援
助

が
で
き
る
方
）　

市
内
在
住
の
心

身
と
も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の

方
で
、
講
習
会
を
受
講
し
、
修

了
し
た
方
。
次
回
の
講
習
会
は

11
月
の
予
定
で
す
。

◆
依
頼
会
員
（
子
育
て
の
援
助

を
し
て
ほ
し
い
方
）　

市
内
在
住

又
は
在
勤
の
方
で
、
生
後
57
日

か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
保
護
者
で
、
子
育
て

の
援
助
を
必
要
と
す
る
方
。

◆
説
明
会
（
毎
月
実
施
）

◎
８
月
20
日
㈬
午
前
10
時
／
さ

く
ら
会
館
２
階
第
４
集
会
室

◎
９
月
18
日
㈭
午
前
10
時
／
白

梅
会
館
１
階
学
習
室

◎
10
月
17
日
㈮
午
前
10
時
／
松

林
会
館
学
習
室

問
合
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
内
）☎
５
５
３
・

７
５
１
１

　福生第六小学校では、学力向上のために、平成25年7月から
「チャレンジタイム」と名付けた取組を始めました。この取組
は、全学年の児童が基礎・基本の練習問題に、満点を取るまで繰
り返し取り組む活動です。チャレンジタイムは、火曜日の朝学習に実施し、満点を取れるまで
繰り返し取り組み、金曜日までに合格できなかった場合、補習を行います。
　また、２年生以上を対象として、「ベーシックドリル」を、チャレンジタイムと併せて朝学
習の時間に行っています。ベーシックドリルとは、前学年までの学習の定着を徹底するために
東京都教育委員会が作成したドリルです。火曜日に問題を解き、そして家庭学習として類似問
題を１日１枚取り組み、木曜日に解説をするというものです。このべーシックドリルの効果と
して、正答率に約12％の伸びが見られました。保護者の方からは｢子どもと一緒に課題に取り
組むことで、子どもの課題がわかった。｣などのご感想をいただきました。保護者の方々が児
童の学習に関心をもっていただけたことで、より一層の効果が図れたと考えています。
　福生第六小学校では、今後も保護者の方々と協力し、また地域の皆さんのご理解のもと、児
童の学力向上に取り組んでいきます。

　福生市教育委員会では、特別な支援を必要とする児童・生徒一人ひとりの能力や可能性
を最大限に伸ばし、社会的自立を図ることのできる力や地域の一員として生きていける力
を培うために、特別支援教育の一層の充実と発展を目指しています。
　学校関係者だけでなく、広く市民の方々にも特別支援教育についてご理解いただけるよ
う、福生市、青梅市、羽村市及び瑞穂町の教育委員会と東京都立羽村特別支援学校の共催に
より、次のとおり講演会を行います。多くの市民の皆さんの参加をお待ちしています。

7月 24日㈭
午後 2時～4時

「通常の学級における指導の工夫
～コミュニケーションと社会性の特性理解と対応～」
講師：早稲田大学大学院教職研究科　長岡　恵理　氏

羽村市
生涯学習センター
ゆとろぎ小ホール

「障害のある児童・生徒の理解と支援
～羽村特別支援学校の教育実践より～」
講師：東京都立羽村特別支援学校
　　　主幹教諭　佐藤　由紀　氏　・主幹教諭　野口　浩一　氏

青梅市役所
２階会議室

204・205・206

「キャリア教育と職業教育
～学校教育で何を育てていくのか～」
講師：東京学芸大学　教授　菅野　敦　氏

東京都立
羽村特別支援学校
１階会議・研修室

「特別支援教育の理解と実際」
講師：明星大学教育学部　特任准教授　中田　正敏　氏

瑞穂町
スカイホール
小ホール

「通常の学級における指導の工夫」
講師：大正大学人間学部臨床心理学科　教授　玉井　邦夫　氏

福生市民会館
小ホール

7月 25日㈮
午後 2時 30分～
4時 30分

7月 31 日㈭
午後 2時 30分～
4時 30分

8月 1日㈮
午後 2時～4時

８月 26日㈫
午後 2時～4時

◆申込み方法
　７月25日㈮福生市民会館で行われる講演会には、事前の申込みは必要ありません。
当日、直接会場へお越しください。
　なお、その他の講演会への参加については、下記の問合せまで、事前に電話でお申し込
みください。
問合せ　指導室　学務・指導係　☎551・1948

日　時 講　演　内　容 会　場

特別支援教育講演会のお知らせ

福
生
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の

見
直
し
を
行
い
ま
す

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

児童の学力向上を目指して－福生第六小学校－
朝学習で「チャレンジタイム」を行っています！

各小中学校の取組や教師の活躍などを紹介していきます

福
生
市
災
害
時
対
応
施
設
整
備

　
　
　
　
　

基
本
計
画
が
完
成
し
ま
し
た

地
域
で
支
え
る
子
育
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

登録 登録
援助
依頼

援助の
打診

援助活動

利用料金の支払い

ファミリー・
サポート・センター

依頼会員 提供会員　さまざまな問題を解決するために
「教育相談室」があります。学校生活、
学習、しつけ、発育などで悩んでい
ませんか。
　教育相談室では一緒に考えてきま
す。相談内容の秘密は固く守ります
ので、安心してご相談ください。
◆相談の受付　月曜日～土曜日
　　　　　　　（祝祭日を除く）
問合せ　教育相談室
☎551・7700

ご存知ですか
教育相談室
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福
生
市
は
今
年
５
月
に
市

内
在
住
の
洋
画
家
・
栗
原
一

郎
氏
よ
り
油
彩
画
18
点
の
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
作
品
の

多
く
は
、
栗
原
氏
の
青
春
期

に
市
内
の
映
画
館
で
上
映
さ

れ
、
強
く
印
象
に
残
っ
た
映

画
を
題
材
に
描
い
た
作
品
で

す
。
そ
の
他
に
も
、
小
学
校

舎
な
ど
の
建
造
物
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
描
い
た
作
品
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課

生
涯
学
習
推
進
係

☎
５
５
１
・
１
９
５
０

栗原　一郎（くりはら　いちろう）氏の紹介
　福生市在住の洋画家。洋画家の小貫政之助
（1925-1988）に師事し、作風は独特で、勢いの
ある筆とその場の空気を伝えるダイレクトな描写
力に特徴があり、個性派の画家といわれていま
す。絵画の対象は、女性を中心とした人物像や風
景、建物、草花など身近にあるものまで広範囲で
あり、作品に見られる直接的な表現は、美術界に
おいて高い評価を得ています。

　福生市では、将来、国際
的な視野に立って活躍でき
る人材の育成を図ることを
目的として、毎年夏休み期
間中に、「青少年海外派遣生」
として、市内在住の中学生
を海外に派遣しています。
今年も14日間の行程で、
12人の派遣生が、アメリカ
合衆国ワシントン州シアトル市に向けて7月23日㈬に出発します。
　現地では、ホームステイをしながら、大学での英語研修、現地の青少年
や日系老人ホームとの交流を通じて、お互いの国の歴史・伝統文化を紹介
し、相互理解を深めます。
　現在、派遣生たちは、６月上旬から毎週日曜日に英会話研修や現地で披
露する踊りの練習などの事前研修を行っており、「福生市を代表する派遣
生」という自覚を持って、全員がんばっています。

　
◆開場期間　9月6日㈯までの午前9時～午後6時
※当日の天候等（雨天、気温）で、閉場する場
合あり
◆料金（2時間）　大人（高校生以上）200円、小人
（中学生以下）100円
【超過料金】1時間大人100円、小人　50円
※小学2年生以下は無料で、高校生以上の付添が必要です（付添1人
に対して2人まで）。市内在住・在学の小・中学生には「無料使用
券」を配布していますので、ぜひご利用ください。
◆プールの種類　50ｍ・25ｍプール、幼児用プール、スライダー
プール
◆更衣室　リターン方式コインロッカー1回100円（後でお金が戻っ
てきます。）

市営プールで水泳が得意になる？夏休みの自由研究にも最適！
◆ワンコインワンポイント個人レッスン／苦手克服に最適！（30分
100円・予約制）
◆CPR（心肺蘇生法）＆AED（自動体外式除細動器）勉強会／小学
３年生以上を対象に無料で参加できます。

　日頃の成果を発揮して、記録に挑戦！チームでの参加も大歓迎です!!
◆日時　9月7日㈰午前8時30分集合
◆集合場所　市営プール
◆対象　市内在住・在勤・在学の小学3年生以上の方
◆申込み　参加申込書（学校を通じて配布、または市ホームページよ
りダウンロード）を8月29日㈮までに、中央体育館窓口へ。
問合せ　市営プール管理棟　☎552・0398　または、スポーツ推進
　　　　 課　☎552・5511

淺井　瞭（武蔵野東中学校・２年）
石井　惇貴（東京都立武蔵高等学校附属中学校・２年）
石川　真妃（福生第三中学校・２年）
大嶋　遼平（福生第一中学校・２年）
神田　眞桜（福生第二中学校・２年）
小山　茜音（福生第二中学校・２年）

須賀　美羽子（福生第二中学校・２年）
杉本　陶子（啓明学園中学校・２年）
竹村　和真（福生第二中学校・２年）
板東　桃子（福生第二中学校・２年）
三ツ木　華穂（福生第二中学校・２年）
吉岡　卓馬（桐朋中学校・２年）

問合せ　生涯学習推進課　地域教育支援係　☎551・1958

◎派遣生の皆さん（五十音順・敬称略）

7 月 23日㈬から 8月 5日㈫までの 14日間
アメリカ合衆国ワシントン州シアトル市へ
7月 23日㈬から 8月 5日㈫までの 14日間
アメリカ合衆国ワシントン州シアトル市へ

栗
原
一
郎
氏
か
ら
の
絵
画
の
寄
贈
に
つ
い
て

▲青い果実

▲学舎

市営プール

市民総合体育大会・水泳大会に
参加して記録に挑戦！

9月 6日㈯まで開場！ 

　

だ
れ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
ミ
ニ
文

化
祭
「
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
」
は
、
展
示
や

演
示
、
模
擬
店
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は

約
１
，
０
０
０
人
が
来
館
し
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
日
頃
の
学
習
や
趣
味
の
成
果

を
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

◆
開
催
日　

10
月
25
日
㈯
・
26
㈰

◆
展
示
や
演
示
、

模
擬
店
の
申
込
み

方
法　

　

７
月
31
日
㈭
ま

で
に
公
民
館
松
林

分
館
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

公
民
館

松
林
分
館

☎
５
５
２
・
３
６
２
４

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
」

公民館
松林分館の

　公民館では多くの音楽サークルが活動し、また、コンサートなど音楽の
楽しさにふれる事業を行っています。
　６月１５日㈰には、福生市音楽愛好者連絡会と福生市教育委員会の共催に
より、第３２回市民音楽祭が行われ、９２６名が来場されました。
　市内の音楽サークルの発表、市内在住歌手の高橋淳さんの見事な歌唱に
続き、「市民音楽講座」の参加者による大合唱が行われ、会場から大きな
拍手が送られました。
　今後も下記のとおり、コンサートを予定しています。詳しくは広報ふっ
さなどでお知らせしますので、皆さんぜひ、ご来場ください。

松林コンサート　7月25日㈮・平成27年2月予定／公民
館松林分館
白梅サマーコンサート　8月／公民館白梅分館
サロンコンサート　７月19日㈯、9月13日㈯、12月20
日㈯、平成27年2月7日㈯／市民会館公民館第4・第5集
会室
白梅ウィンターコンサート　12月予定／公民館白梅分館
名曲コンサート　平成27年3月7日㈯／市民会館小ホール（つつじホール）

問合せ　公民館事務所　☎552・2118、
　　　　公民館松林分館　☎552・3624、公民館白梅分館　☎553・3454

公民館のコンサートにご来場ください

今後のコンサートの予定

　

第
七
小
学
校
の
校
庭
は
、
排

水
性
の
悪
化
に
よ
り
、雨
天
後
等
、

授
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

た
め
、
表
土
の
補
充
と
排
水
設

備
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

緑
化
推
進
等
の
た
め
、
校
庭
の

一
部
を
芝
生
化
し
ま
す
。
工
事

は
夏
休
み
を
中
心
に
行
い
、
そ

の
間
、
校
庭
の
使
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
三
小
学
校
の
便
所

改
良
工
事
を
夏
休
み
の
期
間
中

に
行
い
ま
す
。
校
庭
は
通
常
通

り
使
用
で
き
ま
す
が
、
校
内
へ

の
駐
車
は
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

庶
務
課　

施
設
係

☎
５
５
１
・
１
９
３
７

第
七
小
学
校
の
校
庭
改
良
、

第
三
小
学
校
の
便
所
改
良

の
工
事
を
行
い
ま
す

▲高橋淳さんによる歌唱



平成26年7月15日（4）第45号

教
育
委
員
会
の
動
き

　

平
成
27
年
４
月
１
日
、
わ
か
た
け
会

館
・
図
書
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
主
な
改
修
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
図
書
室
が
増
築
（
約
45
㎡
）
さ
れ
、
書

架
、
椅
子
等
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
②
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
③
太
陽

光
発
電
装
置
が
設
置
さ
れ
、
発
電
状
況
を

画
面
で
確
認
で
き
ま
す
。
④
内
外
装
が
新

し
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
い
、
平

成
27
年
3
月
31
日
ま
で
休
館
し
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
他
の
地
域
会

館
・
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

中
央
図
書
館

☎
５
５
３
・
３
１
１
１

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
６
月
ま

で
の
教
育
委
員
会
定
例
会
の
主

な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
26
年
第
３
回
福
生
市
教
育

委
員
会
臨
時
会
（
４
月
18
日
）

□
議
案

◎
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に

つ
い
て

□
協
議
事
項　

１
件

平
成
26
年
第
４
回
福
生
市
教
育

委
員
会
定
例
会
（
４
月
25
日
）

□
報
告
事
項　

８
件

平
成
26
年
第
５
回
福
生
市
教
育

委
員
会
定
例
会
（
５
月
23
日
）

□
議
案

◎
平
成
26
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
原

案
中
教
育
に
関
す
る
部
分
の
意

見
聴
取
に
つ
い
て

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
教
育
委

員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検

及
び
評
価
報
告
書
作
成
に
伴
う

外
部
評
価
者
に
つ
い
て

◎
福
生
市
立
小
学
校
教
科
用
図

書
選
定
協
議
会
委
員
の
決
定
に

つ
い
て

◎
福
生
市
学
校
評
議
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

◎
災
害
時
対
応
施
設
整
備
基
本

計
画
の
決
定
に
つ
い
て

□
報
告
事
項　

６
件

平
成
26
年
第
６
回
福
生
市
教
育

委
員
会
定
例
会
（
６
月
27
日
）

□
議
案

◎
福
生
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
及
び

任
命
に
つ
い
て

◎
平
成
26
年
度
社
会
教
育
関
係

団
体
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付

に
関
す
る
諮
問
に
つ
い
て

□
報
告
事
項　

２
件

　

以
上
の
議
案
が
審
議
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
会
議
は
、
原
則

と
し
て
誰
で
も
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
傍
聴
規
則
で
定

員
は
20
名
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
に
関
す
る

議
案
等
、
内
容
に
よ
っ
て
は
非

公
開
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
定
例
会
予
定

　

７
月
25
日
㈮
午
前
10
時

　

８
月
22
日
㈮
午
前
10
時

　

９
月
26
日
㈮
午
前
10
時

教
育
委
員
会
臨
時
会
予
定

　

８
月
６
日
㈬
午
後
２
時

※

教
科
書
採
択
の
議
案
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

開
催
場
所　

市
役
所
第
二
棟
４

　

階
第
一
委
員
会
室

※

９
月
26
日
の
開
催
場
所
は
第

一
棟
４
階　

庁
議
室

問
合
せ　

庶
務
課　

庶
務
係

☎
５
５
１
・
１
９
３
０

わ
か
た
け
会
館
・
図
書
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度 
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
金
事
業

そ
う
！
Ｍ
ｙ
ひ
こ
う
き
」

内
容　

模
型
飛
行
機
を
作
り
、
距
離

や
滞
空
時
間
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い

ま
す
。
世
界
記
録
保
持
者
も
や
っ
て

き
ま
す
！

日
時　

8
月
17
日
㈰
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
0
時
30
分

場
所　

福
生
市
中
央
体
育
館

〔
講
演
会
〕

⑶「
飛
行
機
の
誕
生
〜
は
じ
ま
り
は

ど
う
だ
っ
た
？
〜
」

内
容　

飛
行
機
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る

工
夫
等
に
つ
い
て

日
時　

8
月
24
日
㈰
午
後
2
時

場
所　

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

講
師　

㈲
オ
リ
ン
ポ
ス　

代
表
取
締

〔
体
験
事
業
〕

⑴
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
「
あ
つ
ま
れ
！

ソ
ー
ラ
ー
プ
レ
ー
ン
お
う
え
ん
隊
」

内
容　

人
の
乗
っ
た
飛
行
機
を
自
分

た
ち
の
力
で
飛
ば
す
驚
き
を
体
験
！

日
時　

8
月
4
日
㈪
午
前
9
時
〜
午

後
2
時
30
分※

予
備
日
：
5
日
㈫
、

12
日
㈫

場
所　

羽
村
市
宮
の
下
運
動
公
園

⑵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
作
っ
て
飛
ば

子ども
体験塾

８
月
19
日
㈫
〜
24
日
㈰
体
験
事
業
も
参
加
者
募
集
！

「
子
ど
も
ひ
こ
う
き
展

「
子
ど
も
ひ
こ
う
き
展

「
子
ど
も
ひ
こ
う
き
展

▲8月17日㈰電動飛行機
が福生市にやってきます
（展示のみ） 〜

つ
く
っ
て
み
よ
う
！
飛
ん
で
み
よ
う
！
〜
」

〜
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
飛
ん
で
み
よ
う
！
〜
」

〜
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
飛
ん
で
み
よ
う
！
〜
」

役　

四
戸
哲　

氏

〈
⑵
⑶
共
通
〉

費
用　

無
料

対
象　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

定
員　

⑴
90
名
⑵
30
名
⑶
600
名

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
み　

は
が
き
に
①
イ
ベ
ン
ト
名

②
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
③
学
校
名
・

学
年
④
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
保
護

者
氏
名
を
明
記
の
う
え
、〒
197

－

８
５

０
１
福
生
市
本
町
5
番
地
、
福
生
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進
課
生
涯

学
習
推
進
係
へ
。※

結
果
は
、
は
が
き

で
通
知
し
ま
す
。

応
募
締
切　

⑴
7
月
18
日
㈮
が
応
募

期
限
の
た
め
、
問
合
せ
先
ま
で
要
相

談
⑵
7
月
31
日
㈭
必
着
⑶
7
月
31
日

㈭
必
着

主
催　

福
生
市
・
青
梅
市
・
羽
村
市

子
ど
も
体
験
塾
実
行
委
員
会

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課　

生
涯

学
習
推
進
係　

☎
５
５
１
・
１
９
５
０

場　所　中央体育館
参加費　100円（材料費）
対　象　市内の小・中学生
定　員　小学１～３年生 ／小学４～６年生 ／中学生 ＝ 各20名　※先着順
指　導　NPO法人福生市体育協会　スポーツ指導員
持ち物　室内用運動靴・タオル・水筒・着替え(Tシャツなど)・３日

目の食材（食材の詳細は、申込みをされた方に後日ご連絡し
ます。）

申込み　７月17日㈭～７月31日㈭（７月22日㈫・28日㈪の休館日を
除く）までに中央体育館へ参加費100円を持参し、お申し込
みください。

問合せ　スポーツ推進課　☎552・5511

　スポーツ三昧の３日
間です。ビーチボール
やドッヂビーのほか、
アルティメットやダブ
ルダッチという珍しい
スポーツにも挑戦しま
す。最終日は大運動会
とカレーを作ります。
楽しい夏休みの思い出
をつくりましょう！

１日目
8月19日(火)

小学１～３年生午前9時30分～
　　　11時30分

午後1時～3時

午後1時～3時

午前9時30分～
　　　11時30分

午前9時30分～
　　　　午後2時

２日目
8月20日(水)

３日目
8月21日(木)

小学4～
中学3年生

小学１～３年生

小学4～
中学3年生

小学１～
中学３年生

・体力テスト
（跳んだり、走ったりして記録をとります。）
・色々なボールや道具を使って体を動かします。
・ドッヂビーやアルティメットに挑戦

・障害物を避けたり、色々な運動を行います。
・大縄跳び、ダブルダッチに挑戦
・ビーチボール、ミニテニスを行います。

・全学年合同の大運動会！！
・最後はみんなでカレーを作ります。

夏休み子どもスポーツ体験塾

日　時 対　象 内　容

　図書館ホームページや館内利用者端末から予約できる資料が、全館貸出
中の資料だけでなく、市内図書館で所蔵している全ての資料（館内利用資
料を除く）について予約ができるようになりました。
※資料のお取置き期間は10日間です。
※利用者カードとパスワード（図書館窓口でのみ発行）をご用意ください。
※書架にある資料は、午後３時までに予約された資料を翌開館日の午前９
時半までに確保し、予約連絡メールをお送りします。来館されている方
が優先になりますので、お急ぎで必要な資料は、図書館へお問い合わせ
ください。
問合せ　中央図書館　☎553・3111、わかぎり図書館　☎552・7421、
　　　　武蔵野台図書館　☎553・8881

インターネットからの図書館資料予約
サービスが、より便利になりました！
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